
団体名 プレーパーク館山 

エリア 館山とその周辺 安房地域 

事業・活動名 プレーパーク館山 

事業内容 プレーパーク 月に１回、館山市内里山にてプレーパークを開催 

不定期に安房地域のイベントにて出張プレーパークを開催 

助成金の使途 プレーワーカー出張依頼料、旅費交通費、消耗品費、印刷製本費、スタッフ活動費 

訪問レポート 

 

12/7 出張プレーパークの取材で大房岬自然公園へ行ってきました！ 

この日は月に 1 回、館山市内里山にて開催されているプレーパークではなく、出張プレーパ

ークとして、南房総国定公園の中にある大房岬自然公園で、平日は一般社団法人 森のよう

ちえん はっぴーが野外保育のフィールドとしている森の広場で開催していました。 

今年度は不定期に出張プレーパークも開き、周知に広がりを見せているとのこと。 

そこへ、特別ゲストとしてプレーワーカーで、２０２２年度にエッコロ福祉助成団体として訪問

した NPO 法人プレイフルエンタープライズわかば代表理事でもある相澤 孝紀さん（通称：

めがねさん）をお呼びし開催されていました。 

この日の参加者は親子１５組前後、緑に囲まれた広場で持ち寄った段ボールで秘密基地を作

っている子もいれば、土に穴を掘って虫を探している子、ビーズや植物のツルでリースを作

る子と思い思いに遊んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



開催時間は約６時間、参加者の制限はなく、親の経済格差による子ども体験の格差を生ま

ないよう参加費無料で開催。子どもが自由に遊べる場を作る専門職であるプレ－ワーカー

が毎月開催時間内は常駐している状態を作るため、プレーワーカーの派遣を依頼し、今年度

助成したプレーワーカーの出張依頼料を活用して運営が行われていました。 

代表スタッフを始め、運営をしているスタッフのお子さんは女の子で、男の子の遊び方を知

らなかったが、今年度はプレーワーカーの相澤さんに来ていただき、遊びの幅が増え、小学

生の男の子たちはファンとなり、「今日めがねさんは？」と楽しみに参加するようになったと

のことでした。また、相澤さんはプレーパークカーで出張し、プレーパークに設置するロープ

や工具なども持って来てくれたりするので、出張プレーパークに運営側が色々と持っていか

なくても大丈夫で助かっているとのこと。そして、物の配置や声掛け、けんかの仲裁など・・・

プレーワーカーとして学ぶことも多いとのこと、プレーパークの後には振り返りをして学び

の機会としても役立てていました。相澤さんからもプレーパークへの助成は少ないので、生

活クラブのエッコロ福祉助成の支援金がありがたく、僕もお手伝いができていますとおっし

ゃっていました。 

また、より多くの家庭に開催の情報を届けるために、３カ月に一度開催日や開催内容を記し

たチラシの印刷製本費としても活用され、市役所のこども福祉課や子育て支援センターなど

に配布し周知されていました。公立の学校、館山市にメールでの配信やインスタにて広報。

安房高校の先生ともつながっていて中高生のボランティアも協力してくれているとのこと。

この日も高校生の女の子が小さい子たちの面倒を見ていました。また、地域の６０～７０代

の方が読み聞かせのボランティアにも入り、地域での広がりも見せているとのことです。 

それから、子どもの遊びを広げるために、木材を加工する工具や絵の具、火おこし用のマッ

チなどを用意し、自由に挑戦できる場を作っていきたいと助成金の一部も活用されました。 

ここに来て誰もが安心して、それぞれ遊べるように持ち寄りや主体性も大切にしながら、

様々な年代の人が集い、多様性を大切にするプレーパークが若者にとって居心地のいい場

であり、安心できる環境の中で、自分のペースで人と出会い交流し、実体験を積んでいける

地域の居場所であることを目指し活動されていて、今後も広まってほしいと思いました。 

                                                       たすけあい委員 浦上 恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


